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研究成果の概要（和文）：新生児慢性肺疾患（CLD）は、新生児医療の重大かつ頻度の高い合併症である。CLD罹
患児の青年期にまで及ぶ呼吸機能の低下は大きな問題であるが、重症例で高率に認められる精神運動発達遅滞は
さらに重要な問題である。このCLD児の神経学的後障害をターゲットにした研究は極めて少なく、発症機序は未
だ解明されていない。CLDそのものに対しても充分な治療法がない現状では、CLDの神経学的後障害への方策も皆
無である。
本研究の目的は、発症機序を詳細に調べ、また、新規治療につなげるための基礎研究を行うことである。

研究成果の概要（英文）：Chronic lung disease (CLD) is a serious and frequent complication in 
neonatal medicine. The neurodevelopmental delay seen in the patients with CLD is an one of the most 
important problem, and there are no treatments for the neurological consequences of CLD.
The purpose of this study is to investigate the pathogenesis of the neurological consequences in 
detail and to conduct basic research that will lead to novel treatments.

研究分野： 新生児医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
CLDにともなう精神運動発達遅滞は重要な問題であるが、その方策は皆無である。詳細に病態を解明し、新規治
療法の開発を目指す本研究の成果は、新生児医療の向上に大きく寄与すると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
新生児慢性肺疾患（CLD）は、新生児医療の重大かつ頻度の高い合併症である。新生児医療の

進歩に伴い、この 20 年間で先進諸国における出生体重 1500g 未満の児の生存率は 80％以上へ上

昇しているが、CLD の罹患率は在胎 28 週未満の児で 53.2%と依然として高率である。CLD 罹患

児の青年期にまで及ぶ呼吸機能の低下は大きな問題であるが、重症例で高率に認められる精神

運動発達遅滞はさらに重要な問題である。この CLD 児の神経学的後障害をターゲットにした研

究は極めて少なく、発症機序は未だ解明されていない。CLD そのものに対しても充分な治療法

がない現状では、CLD の神経学的後障害への方策も皆無である。 
 
２．研究の目的 
これまでの申請者らの研究において CLD モデルラットにおいて神経学的障害を認めることを

明らかにしているが、未だ多くの神経学的後障害の発症機序は解明されていない。本研究の目的

は、発症機序を詳細に調べ、また、新規治療につなげるための基礎研究を行うことである。 
 
３．研究の方法 
 
 特許申請データを含むため公開できません。 
 
 
４．研究成果 
 
 特許申請データを含むため公開できません。 
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